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青森県八戸港陀おける漁業の現‘l兄と今後の問題点

通教 昭 和44年度卒業 杉 山 豪
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結 語

はしがき

八戸市は青森県南東部の地方都市であるが、人口約 21万（ 昭 44)をかぞえ、本邦有数の水

産都市として名高く、最近は新産業都市として工業化にも沿手した。市域に属する蔀岸線が長く、

大規模な港湾施設や水産施設の整備が進められている。八戸港は絞（さめ ）港の名で古くから知

られ、昭和 41年から 3年問は水掲高連続日本一を記録した。しかしながら、その水揚増大の襄

には多くの問應がある。本論は八戸港が将来益々発展することをねがいつつ、現状を分析し、問

題をと りあげて研究するものである。なお卒茅論文は 4・00字で 20 0枚をこえたため、ここで

はと くに八戸浩の歴史的発展と現在の問題を中心に抄録した。

第 1章八戸港における水産業の沿革と現状

(1) 滞政時代末期から大正期まで 八戸港の前身は鮫港である。江戸時代末期、八戸帯の重

臣野村軍記によつて港湾修築がなされ、江戸その他との交易が増大した。明治 12年、小中野 ・

浜通 ・湊 ・白銀 ・鮫ならびに持越沢 ・八戸 （町）の各総代合わせて 71名の連署で県令に 「餃港

築 しよ願」が出され、同 14年内務省はフランス人技師を派遣する計画をたてたが実らなかつた。

明治 24年、現在の東北本線が開通 し、同 44年には県議会から知事に鮫港修築建譲があつた。

大正 7年には八戸町綿座（現東宝劇場 ）で絞漁港修築期成同盟が発会し｀同 7年度予算で初めて
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国庫補助が計上されている。同じ年に市は魚市場を開設し、 K .K．八戸魚市場に対し市場運営の

一切を委託し、同時尻専属仲買人組合、水産荷造組合、専属回船問屋組合、冷蔵問屋組合、水揚

組合がつぎつぎと組織され、こうして魚市場を中心として漁港修築、後背施設整備がすすんだ。

昭和 4年、年間水揚 5.DO O tにすぎなかつた八戸港の水揚げは同 14年には戦前最高の50,0 0 D 

tに達した。

戦中戦後の破壊と復興陀ついては省略するが、昭和 41年lてはイカ ・サパ ・スケソウを中心と

して全国第 1の水揚げを記録、 4 3年たは 40 0,0 0 0 t (1 2 3億円 ）の水揚げを突破した。

このため、 従来の鮫漁港の低か、 あらたに小中野漁港 • 第 2 魚市場 ・ 館葬下漁港の船溜りの建

設や修築がおこなわれ、八戸漁港の景観は一変 しつつある。港の格も昭和 26年に第 3種漁港、

同35年には特定第 3種樵港に指定された。

(2) 八戸港の現況 八戸港たは 35種の許可漁業と沿岸漁業陀従事する漁船が 93 6隻ある

（市水産課、昭 43)。階層別・漁業別にみると｀つぎのようになる。一番多いのは沖合い漁業

や遠洋漁業など比較的漁場の速い漁業妬従事する 55~ 99tの 33 8隻、次に多いのは沖合漁

業の 30~ 49t(1.)23 8隻、 3位は沿岸漁業主体の 0~ 5t(l)1 8 1隻となつており 、 10~

2 9 t級が 14 2後でこれにつづき、 3 O O t以上は 12隻！てす ぎない。

船の隻数を漁業別陀みれば、約42%、機船底引網 19 %、巻網漁業 14 %、はえなわ 13竹、

剌網 5%、カツオ ・マグロ 4%、雑 2%その他で、漁船の分野は広く 、内容は釣漁業が主力であ

る。

漁船 t数の巌近の変動は興味深く 、低階層船 t数の伸びが横這いなのに反し、 50~100t

級の船では増加傾向匠あり 、また 30 0 ・_t以上の大型船は 41年の 3隻から 43年の．16隻に急

増している。つまり 、八戸港では中問層と上陪の中～大型船の増加が著しく 、その主役は 5D~ 

1 0 0 tのイカ釣船、 3O O t以上の北転船である。北転船とは、昭 35年から国の政策妬よつ

て、沖合底引網漁業から北洋海域へ転換操業せ しめた漁船をいうのである。しかし、 イカ 漁船が

ふえているといつ てもその内容には問題があつて、新造船でなくて他県から買い入れた中古船

（改装してイカ釣船とする ）の隻数が増加しているのである。これ尻反し、 30 O t以上の大型

船の隻数増加は国の政策匠乗ったもので、船体は銅製、諸計器類や操業機械器具も近代化され、

花形となっている。前述の イカ釣にみられるように、隻数の伸びが鈍・く、新造船が少ないのは、

経営体が貧弱で資本も弱体で、生産性が低いため妬金融窓 0も狭いためであると考えられる。

沿岸漁船であれば漁協からの借り入れ、または沿岸漁業振興法による経営近代化資金、漁業信用
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基金協会の保証で金融機関から借りいれるという 2方法しかない。借りるに当つては、経営体の

内容が充実していないと容易でない。種々の実例は ここでは割愛させていただくが、 イカ釣を含

む沿岸漁業は振興政策の谷問I疋おちこんでおり、思い切った金罹綬和や借入金の利子補給など、

栢極的な施策が必要である。 一方、たとえば北転船や巻網漁船の新造汽金は自己資金のほか、中

小漁業振興特別措置法の指定業種となつており 、税制｀金融面で優遇されているのである。

八戸港lては老朽船が多い。 「漁船の珠場」と極言する人もいる。漁船の殖造 ・改装などの点で｀

他の先進港Vこ大き く遅れをとつているといつても過言ではない。

(3) 漁獲高 前述の通り、八戸は水揚高において日本第 1であり（最近は多少変化した） 、i'i,・

森県内応し寸ける水揚高の、実（1:8 4. 3 %（金額において 70. 4 % ― 昭 43)を占めている。

最近 8年間の漁業別水揚高推移をみると 、年々水揚の滅少している もの妬は、マグロはえなわ ・

サンマ棒受 ・メヌケ刺網 ・マグ亡突棒であり、、急上昇して 1のるものはサケマスはえなわ ・サバ 1

本約 ・様船底引隈などであるが、イカ 1本約も漸増している。漁種はイカ ・サパ 。スケソウを主

とする大衆魚が多くて低魚価である。八戸港の水揚実績中匠他県船の水賜実紋が大をく寄与して

いることは特策に価いする。水揚数惜の地元船対他県船の比率は 44 : 5 6（昭和 43年 ）で、

他県船のほうが多くの水楊げを得ているとと妬なる。

第 2章 漁船の大型化と水揚最の増大

漁業近代化で策頭（てあげられるのは、漁船の大型化の問類であるといつても過言ではない。事

実北洋トロ ー）レ漁業では従来の 96 t型では生産性が低く 、 350tVC増トンして操業している

のが現状である。巻網漁業も従来 2佐巻きだったものが大型化 して1隻巻きとなつた。更妃 イカ

約匠おいても、 5 O t未薦の船では、安全航海陀速く及ばず、操業能力VC限界がある、ことなど ’

から 100~3QOdで陪トンし、船内施設（冷院室そのほか）も整備されるなど、航挟距離を

増大して、生産性を高めようとする動きが出ている。他方、資源漿 ・漁場妬ついては楽観を許さ

れず、従前は地先だけで開始 ・終了していたイカ約船の活動も、夏（て静岡 ・新況沖まで出かけて

操業し投入資本の回転を早め、漁夫の仕事を安定させる等の配煎を必要としており 、またイカ査

源の梵的不足がとりざたされるに至っている。年々漁場は遠隔化する一方である。

以上の状勢の中で漁芙経営体はどう対処しているか。昭和 40年、中型トロ ー）レ挽業 (50 ~ 

1 0 0 t)の年間 1隻当り収益は 91 8万円、 3 5 0トン型 (200~500t)で2,3 7 4万
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円、 イカ釣憔業は赤字 3,6万円である。これに対し、翌 41年にはそれぞれ 55 7万円、 6 9 4 

万円、 55万円となつている。数字は漁業総生産頷から賃金 ・燃料費 ・餌代 ・魚箱代などの諸経

費を差弓 1いた収益である。注目されるのは大型 トロ ール漁船の収益が前年より極端に悪くなつて

いることだが、これは魚価が安かつたためであるとされている。八戸港のカツオ ・マグロ t認造は

1 5隻で、多くは北洋サケ ・マスはえなわ批業との兼業である。この英種は 日ソ漁業条約で北洋

漁業妬従事する漁船が締め出され、そのしわ寄せがマグロ漁業への転換をうながしたもので、そ

の頃からすでして資源滅少尻よる操業難があらわれ1吐じめていた。賽源の涼少に対 して国では新漁

場閉発をすすめ、オーストラリアの南方クスアンなどがつぎつぎと開硝されたこ とは、 よく知ら

れている。しか し残念ながら八戸港の所屎船は船型が小さく 、fなとんどがいわゆる「 99トン型」

なので、その漁場陀ゆけずにいる状態である。 19 4 t型のマグロ漁船の建造費は 1.5憶円、

3 D D t 型で 2億円（昭 43ごろの価格 ）といわれ、貨本力の小さな業者は容易に愁手できな

ぃ。しかし大型化は開発された新しい遠隔地漁場妬到逹するためおよび授業能率の向上のための

至上命令である。

つぎ妬漁船の鋼船化が問題である。八戸港在籍の漁船トン数は束北悔述局管内第 1であるが、

鋼化率は最低である（表 1)。翌年の統計によれば、銅船化は 50~99t層妬楳中し、依然と

して底引、 カツオ ・マグロ 、北洋が鋭体化の中心となつていることを知る。

戎 1 管区内在箱船数、鋼船化率（昭42) 

港名 在籍 うち鋼船 銅船化率

戸皿 父119: 2 5 0 ！ | 1 2 7 5 0 8伶I
小名浜 4 1 8 1 9 9 4 7. 6 

石 巻 3 9 5 2 0 4 5 2. 7 

気仙沼 3 6 3 1 4 D 3 9. 6 

釜 石 1 1 7 4 6 3 9. 3 

宮 古 1 8 1 2 7 3 3. 4 

酒 l:l3 6 D 1 6 2 6. 7 

船 Jil 6 8 1 3 1 9. 2 

肯 森 2 1 8 3 7 1 7. D 

八 戸 6 4 3 9 4 1 4. 6 

東北海運局（昭 44年調査 ）による

銅船化とはいうものの、その漁港で新造船で

あるか中古のものかは決定的に重要なことであ

る。投業能率、甲板員の定芦化案、速力などに

ついて大きく閃述するためである。残念ながら

八戸港船主が他県の中古船を賠入して船笥を八

戸に移したものが大部分であり、新造船は 20 

％ （東北淀速同八戸支局談 ）であり 、中古船は

耐用年数がいくらも 残っ ていないのでつぎの新

造船建設が不可能であり 、これは悪循環となつ

て八戸港の性格妬定済してしまうのである。地

元に鋼船の造船所がなく 、修理さえ不可能であ

表 2 八戸領鉄船の規模別 （昭 43) 

叶ロ

1 3 1 

2 0~4 9 t I s □~9 9 I 1 o 0-~1 9 9 I 2 o 0~2 9 9 I 3 o o t以上

1 1 8 4 1 4 5
 

1 7 

つて、函館

• 石巻 ・ 東

京などた回
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航しなければならないのである。前後するが、おもな鋼船の発注先は臼杵鉄工所（大分） 、新混

鉄工所、楢崎造船 （北海道 ）であった。現在、地元船主の強い要望で銅船誘致が実現しつつある。

それは「北日本造船K.K.」で、上述臼杵鉄工所と八戸鉄工連の共同出資であり 、昭和 44年秋

たは第 1号船の起工式をおこなうまでにな つた。さ し当りの年間造船能力 12隻、修理 24 0隻

を目標としている。そのメリットは回航 ・休業日数の手問の短縮だけでなく 、乗員が主として八

戸在住者であるため、修理中は自宅で休養ができる こと も強調してよいことである。

つき'l'L省力化と毀械化の問題がある。従来漁業就労者を自由に得ることのできた時代は、いわ

ゆる人海戦術的操業でも可能であった。しかし現在の人手不足の深刻さは異常であり、是非とも

省力化をはかる必要lてせまられているのである。

第3茸． イカ 1本釣漁業の諸問題

八戸のイカ釣り は手釣 りiてよつて大正時代から盛んして行なわれ、現在まで引きつがれてきた伝

統的な制炭lてよつている。それを一菩でいえば、各個人の努力と技術によつて決定される能率給

賃金形態である。しかも 約子（つ りこ ）が大勢乗船して釣らなければ、船主も 釣子も収益のあが

らない形態である。役つき乗紐員と比較して、釣子の数が少なければ、役つき手当の比率が高 く

なり、仮りに大漁であっても全休の賃金比率は 6Oり6をこえてし注う。個人釣りの方法は、要す

る陀釣子が大勢乗つた人洵戦術的漁法であって、必然的に過精みのため尻海雄を招くという危険

を内蔵しているのである。

イカ釣子の歩合制は、表3のような歩今制である。

その数字は 自己の約上げ令：：，＇：ーもちろん 一定していな

いで上下がある一中、自己の受け取る割合である。個

人於）であることは、腹漁のときでも自己の受け取る荒を

ふやすため陀は一限多くの 4'力を釣 らなければな らない

のである。•また、 船主または経営者との労働契約 ・ 社会

保険そのほかにもひぴいてくる問咀である。機械化につ

いては｀現在試作されたイカ釣機械があるが、手釣よ り

船上スペースを多くとり、手約り 1.5人分の能率しかな

表 3 イカ約船員歩合の率

戦 種 歩 合

漁窃．屁 5~ 5番釣 i.J俣障 1)

機関長 某 本給 ＋ 10 0 % 

船 長 8 D 

通信 長 7 O ~ 8 0 

甲 板 長 6 0 ~ 7 O 

挽 機 長 6 0 ~ 7 O 

一般釣子 5 0 

1) 3番釣りとはその口の漁獲が

全員の第 3位の人という意味である。

いことによつて八戸の普及率は 10茄程度である。約子不足の解消や貨金形態改革、さらに「tt

古ちイカ」 （船主との配分の対象にしたいで、つまり上表の％ ！てしたがわず陀持ちかえる分のイ
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.. 

カ）の解消をはかるためにも機械化研究は一定の役割をもつのである。イカ釣り機械 (1台 15 

万円で 1隻に約 15台必要。設置費とも合計約 25 0万円かかる）設置には県と市の利子補給が

あるが、それよりもむしろ長期の低利資金が使える政策を謂じて欲しいという業者の声がつよい。

イカ釣りは戦前尻は陸地に近い海域でガス灯 ・電灯を点じて夜釣りによつておこなわれ、漁船

も10 t以下が主体であった。現在、漁船が大型化し、技術的装備が向上した現在でも 、労働条

件 ・雇用関係は古い時代のものが路嬰されてきたことは否定できない。

イカ釣漁業協同組合が発足したのは昭和 26年で、それ以来イカ釣漁業に対する 関心がいち じ

るしく高まった。当時組合は北海道沖の入会権を獲得し、水揚高は増大した。 ，かし「大漁貧乏l

妬しばしは陥り 、 「船止め」もしばしばおこなわれた（「船止め」とは一定日時を限つて休むこ

とで、す影短と同じ泡味をもつ）。昭和 27年には製氷冷凍工坦建設｀出漁準備金貸付け、昭和

3 1年には水揚代金の組合一括受領を開始しているっ昭和 3A年にはイカ釣制度改革に端を発し

た問題がおこった。以下少しくこの問題を追つてみたい。

八戸のイカ釣漁業の形態はいわゆる 「生分け」であり 、釣り高の半分は釣子のものとなり、残

りは船代として船主のもの！てなる制度である。船主側の言い分は、 これでは旅船の維持管理さえ

できず、煎油代も税金も出ない、 ということであり 、漁獲物の配分、つまり生わ、け率を船主に

5 0％から 65%!rc商めるとと、個人釣りの慣行をやめて共同釣りと し、船主は食料と漁具を負

担するというものである。この案の中には前述の「ほまちイカ」の防止も含されていたであろう 。

これiC対して約子の言い分は、手取りが少なくなることであ似荏反対のすえ昭和 42年に八戸

イカ釣漁業近代化対策協話会が発足するまで、従来どおり 50%づつの配分率がつづいたのであ

る。年々釣子の希望者数が減少し、しかも漁掃長・船長など役つきの配分率は一般の約子より底

いので、約子数が少ければ船主収入分が減少するわけである。

一方、約子は万ー死亡した場合ireも船負保険匠加入していないので、船主任意組合の共済組合

から補償金をもらうだけであった。昭和 27~8年頃までは、 イカ漁船の役とんどが 30 t未巌

であり、船員法適用外の漁船であつたため、 この法適用上の問題も殆んどなかつたが、 しだいに

漁船が大型化する中で、 イカ約漁業の不明確な尼用形態が問咽となつてきた。それ妬約子の移動、

転船が激しく 、船主すら自船の実態を把捉することが困難な状態であり、さらに個人釣りにより

各自の釣り扱を明確に他と分離し、その中から 50％の分け前を受け取るという恨用は、船主側

妬「船主と釣子は雇用関係にはない。共同事業である」との主張を生れさせ、それを理由にイカ

1本釣漁船妬対する船員法適用を拒否するこ ともお こつた。しかし最終的には海運局、海上保1

部、県保険課の申合わせとして「漁船尻乗組む迎航要員（漁労長 ・船長 ・機関長 ・通信長 ・f
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長 ・揆縦長 ）は船員法適用船員と」されたが｀この時点では約子には適用されなかつた。その後

昭和3D年労災法改正により、 3 O t未薦のイカ釣漁船を含む各種の小型船乗組員にも労災保険

法が強制適用されること lてなった。ここで問題となつたのは、 3 0 t以上のイカ釣船に乗る迎航

用員以外の釣子で、全く災害袖償のない形として残された。しかしこれも形の上からは昭和 31 

年妬出された速輸省の通達「八戸地区のイカ釣り漁船妬乗組む釣子の船員法上の取扱いについて」

尻よつて救済された。その要旨は「同一船主の漁船に、転船せず妃継続して乗組む」という条件

で船員保険の被保除者とすることである。しかし船主団体は保険料の高いこと、約子の転船が多

いことを理由妬、任意団体の共整甜！股：を発足させた。

第4章北転船と機船底引網漁船

八戸港の漁業生産の某盤は、上述のイカ合りの低かサパ巻網漁業、機船底引網漁業である。とく

に北転船の出現以来、水揚高は年．々培加している。 トロ ールは、八戸では主としてスケソウが水

楊げされる。八戸機船底引網漁協陀属する祇船数は 41隻（昭 42)で、その内訳は沖合底引網

9 6 t型 24隻、北転船 34 9 t型 14隻｀ 29 9 t型 3隻である。

北転船は昭和 35年、八戸港妬たいして 5袋割当てを最初とし｀ついで昭和 42年、大臣許可

漁業の更新時妬従来の沖合底引網・]魚業を北洋底引網漁業へ転換することとなり、遠洋底引網漁業

の許可枠がひろげられ、八戸尻 16隻の枠が割当てられた。しかし 1隻 2憶円もかかる新船建造

は容易でなく 、船主らは建造者全員陀よる相互保障を衷紀、農林中金から融資をうけることに成

功した。

ところで北転船の操業と八戸港の水揚高の増大の関係はどうであるか。昭和 44年 4月末現在

の八戸港北転船 17隻の航海数は延 14 0航海で、このうち 98航海は釧路妬水揚げし、わずか

4 2航海が母港八戸妬水楊げされたものであった。 （八戸漁連調ぺ ）。地元が敬遠された理由は

明白である。それは第 1に俳l路港が北洋妬近いこと、第2妬八戸港では安定 した魚価が得られな

いととである。具体的な例をあげよう。昭和 44年 4月 22日、北転船 3隻が入港した。市場で

は 10 Kg 当り 15 D円という採算割れ相場となり 、ついに漁獲物を「船主止め」した。船主止

めとは魚市場妬揚げてもセリ尻かけず、相場が持ち直す注で船主が漁獲物を止めておくことであ

る。魚価・維持ができない理由は、加工 ・流通の問題、輸送の問題等多岐にわたるものである。
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第 5章 水産加工の 問 題 点

八戸の水産加工は、流通の機能に加工 ・製造の機能が組み こされている。主要水産加工業者は

原料の鮮魚の価格形成妬入札参加しており 、その価格 ・蚤匠よつて日々の加工品生産計画をたて

る。水揚された魚の処理は、漁協の調ぺ妬よれば、鮮魚処理約 40%、冷蔵冷凍約 3D%、加工

その他約 3D％である。将来は冷蔵 ・冷凍加工部門の増設のため全是の 2D％だけが鮮魚売りに

なると予想されている。八戸水産加工の問題の第 1は、水揚の季節的変動や短期的変動妬対する

対処が充分でないこと、換言すれば周年操業を確立することである。そして事実刺氷 ・冷蔵庫な

どの新設があいついでいる。けれども漁連の話陀よれば、ストツク能力はすで妬全年間水揚類の

2 D ~ 3 D％妃逹 して宕り 、全固平均の 14 % vc対して著しく高い率である。魚価安定に資して

いることは勿論であるが、遂匠冷凍冷蔵廊の利用率が低くなり 、見かけ上投資過剰の危険をもは

らんでいる。

冷凍冷蔵設備批充の目的の大半は、水赤加工品生産過程の一部門としてくみこ充れたものと考

えられる。その証拠は、、仲買加工業者の冷蔵庫保有が進んでおり 、冷蔵業者の加工部門への進出

が目立つているという二つの而である。このため、現在では冷凍冷蔵茨者とかん詰 ・珍味などの

加工業者を区別することは困難となつてきており 、そして周年稼動が可能な加工業へと 発展しつ

つある。これらは 1D年前紀は殆んど考えられなかつた大きな変化である。とりわけ北転船のも

たらすスケソウはねり製品原料として鮮度 ・価格の両面で北海逆の裔品と互格にたちうちでき 、

加工業者の通年投葵匠も大きく寄与している。というのは、加工原料の確保とからむのであるが、

北転船のスケソウは 4月で打ち切られ、 5月からは「冷凍品投業」といつて、オヒヨウ ・ギンク

ラ・カレイ類を漁獲する。従来は船内凍斜して東京港匠揺げた。このため．地元八戸港はスケソ

ウがおわるとサケマスの入荷する初夏まで、 シーズン ・オフとた った。その問わずか尻ソ連産ニ

ジン妬たよるありさ注で、北洋サケマスか、あるいは夏イカ、サパの季節さでは、加工業者にと

つて原料不足をどう乗り切るかが最大の閉心半であったc 北転船がスケソウ以後も八戸匠入れば、

加工業者も周年操業が完全妬可能となるのである。

八戸船籍の北転船の水揚は釧路へ3/4、八戸へ 1/4であり 、その原因尻ついても前述した。

昭和 42年の 10 Kg単価は平均釧路市塙26 0円、八戸市場 28 3円であった。 この差 23円

では八戸のメリソトは生れないのである。八戸が北転船の全面的吸引をめざすとすれば、原魚の

高度利用 ・付加価値の増大 ・単純加工（無頭物のひらき ・みりん干し程度)の廃止など多くの栴

造上の問題陀関連する課題を解決しなければならないのてある。換言すれば、北洋トロ ール物の
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一次中継地の地位に甘んずることなく 、高次加工地として八戸を発展せしめるこ とが不可欠なの

である。

そのほか、北転船誘致のため妬は北転船陀たいする税減免措骰を考慮しなければならないであ

ろう。 （釧路では これが実現 しているが、八戸では実現 していない。）

水産加工に閉連して、 「水荏物産地流通センク ー」の問庖も調査したが、本稿では枚数の制限

のためl疋詳説する ことはでさない。 一言言及すれば、成長期にある といえる八戸港の水産加工、

水産関連施設、関連産業を結びつけて発展させる目的をもち、加工の段階をも高度化することが

できるのである。 「わが国の漁家経営の中で淮労と加工が家内工業的lて未分離妬お こなわれてい

る」段階から脱皮できる日も遠いことではない。 この流通セン クー計画は昭和44年妬協議会が

開かれ、 46~4 7年度尻かけて全事業が行なわれる予定である。

＊
 

＊
 

＊ 

以上、水産加工たついて若干の諭述をおこなつてきた。水産加工業者の設備増設 ・新設が急速

となり 、 しかも上述のセンク ーではまとめられない部分が｀現在すでlて新しい士地を求めて郊外

陀分散的に立地しはじめている事実は重要である e 八戸の水産加工場は、従来は「浜通り」と称

せられる海岸部花集中して立地 していた。ところが最近では大久保 • 新井田 ・ 沼館 ・ 八太郎 ・ 日

計 ・尻内などの内陸地帯に広範に飛び火する傾向が現われてき ているのである（これは水稲減反

政策とも関連している ）。その地域は、やがて都市規模が拡大した場合、都市計画における都市

楼能の整然と した地帯区分を困難陀 い 一定方向に流れる トラ ック輪送を随所て分断せしめ、都

市描進上の障害と なることは明らかである。ここでは割愛するが、市の北方陀建設されるエ英地

帯造成地妬おける工場排水の問頷ともからんで、沿岸漁業にも大きな影堪をもつかも知れないの

である。これは水秤加工団地の造成など匠よつて一応の解決が可能な筈である。

結 語

筆者は小除の研究をつうじて日本礁業の持つ構造の複雑さを知り 、他産業との関連に立つた漁

数振典の片隣を考えることさえ至難な咲であることを知つた。八戸港妬おける水産業の基本問題

は、まず第一尻経蛍規椋の零細性の克服陀あると思う。これは粕．に八戸だけの問題！疋限る ことは

できない。広く束北地方全般にわたる経済的地佗の低さが二電写しになつているものであり 、歴

史的妬は明治以前からの諸経済構造のつみ上げの中で理解される発展の遅れに廂せられ よう 。民

間の資本菩積も、社会資木の投入も、 ともして少なく 、東北は全国の食料プ在地の役割応甘んじて来
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たのである。現在でも八戸の水産業は、労働力不足が深刻であり 、それがさら陀経済活動の不振

を招くという悪循項のおそれが多分にあるのである。水揚高の増大は歓迎すべきものではあるが、

加工の高度化は未だそれに見合っているとはいいがたい。このほか、 とくに社会資本投下の必要

性の強調と、ますます拡張される港湾の問嘔を、他の工業港や商港と比較検討することも考えた

かつたテ ーマである。

地方産業の振典の問題は、その地方住民の努力にまつところ大きい、ということは理解できる

が、 1漁民、 1漁協の力に限界のある ことも事実である。 国家的な財政援助の必要を深く感じた。

小論を雰き終った時点で読みかえすと、何ら問題の核心に迫るこ とがなかつたことを残念に思ぅ

が、八戸に居住し、八戸で教戟匠ついている筆者は、今後ともこの問題点の解明 1疋絶えざる努力

をはらってゆきたいと 思つている。

最後に八戸で開きとり 、資料調査など妃快く応答された地元の方々、指遵教投妬心から感謝の

意を表する次第である。
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いか約近代化対策協議会な ど陀対 して聞きとり 、面接な どの調査をお こなった。
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なお、卒業論文をこの形尻要約したのは指導教員渡辺ーラ足であり 、それについての責任はすべ

て渡辺が負うものてある。
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